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問題と目的

　学習意欲の低下が，PISA や TIMSS の国際的な調査結

果等から課題として指摘され，全国学力・学習状況調査

でさらに確認されている。学習意欲の向上は現在の主な

教育的課題の 1 つである。

　平成 20 年度告示の学習指導要領で学力の重要な 3 つ

の要素の 1 つであると規定された学習に取り組む意欲，

すなわち，学習意欲という言葉は，日常用語としてよく

用いられるが，心理学的に明確に規定された概念ではな

い。

　学習意欲の構造を明らかにした下山・林（1983）(1) は，

「種々の動機の中から学習への動機を選択してこれを目

標とする能動的意志活動を起こさせるもの」として学習

意欲を定義している。また，学習意欲，すなわち「自ら

学ぶ意欲」について「自発的に学ぶ動機のことであり，

学習動機の一つ」と定義づけた桜井（2002）(2) は，学習

それ自体に関心があって取り組む内発的動機づけに加

え，自己実現に向かおうとする外発的動機づけを含むも

のも学習意欲と捉えている。本研究では，学習意欲を，

学習活動を生じさせる内的な動機から，学習態度として

表れる現象面まで広く捉え，「学習への動機を選択して，

それを実現しようとする欲求・意思」と定義する。

　学習意欲を高めながら学習を進めるための方法やはた

らきかけについては，すでに多くの研究者によって，実

践を伴う研究や意識調査が進められている。原岡 (1981) 
(3) は，学習意欲と相互作用をもつ要因として勉強の方法，

教師関係，友人関係を示し，勉強の方法が良く，教師と

の関係が良く，友人との関係が良い者が，学習意欲も高

いことを明らかにした。また，松山・倉智・数藤・宮

崎（1984）(4) の改訂版学級適応診断検査（SMT）の尺度

の内容を一部修正し，学級適応尺度を作成した浜名・松

本（1993）(5) の研究から，教師の受容的・共感的態度が

児童の学級適応（「教師との関係」，「級友との関係」，「学

習への意欲」）に好ましい影響を及ぼすことが明らかと

なった。学校生活満足度尺度を作成した河村（1999） (6)は，

学校適応の要因として , 学習意欲 , 友人との関係 , 教師

との関係 , 学級との関係 , 進路意識などが関わっている

ことを指摘している。これらの研究から，学習意欲は学

級適応感と関連しているということが考えられる。学級

適応感とは「児童が学級集団の中で，級友や教師と良好

な対人関係を持ち，集団にとって必要な外的要請に応じ

る態度や行動をとり，自分自身の内的な要求をも満たし

ていると感じること」（渡邉，2006） (7) である。

　桜井（1997） (8) は，学習意欲を支えている要素として「有
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能感」，「自己決定感」，「他者受容感」の三つを挙げてい

る。とくに「他者受容感」については「自分は周りの人

たちから受容されているという感覚，自分が周りからサ

ポート（支援）されているという気持ちのこと」とし，「他

者受容感は三つの要素の中で，もっとも基礎的な要素」

としている。子どもが何にこだわっているかという違い

に応じて，自ら学ぶ意欲を構成する要素を 4 つに整理し

た鹿毛（2007） (9) は，4 つの意欲のなかで特に「関係こ

だわり型意欲」について「意欲は他者とのかかわりの中

から生じ，他者によって支えられるという特徴をもって

おり，このような意欲が育っていくには，自らの個性が

他者によって受け入れられ，自分の成長が周囲によって

支えられているという気持ち，すなわち受容感を人との

関わりの中で感じる必要がある」と指摘している。

　学習意欲が低い学力下位層の生徒の学力向上の方法と

して，課題・教材の提示の工夫とともに学校現場の教員

に特に意識されているのが，子ども同士の学び合いの導

入や学習規律の確立である（原，2010）(10)。学習規律と

は，「学習の場において決まりを守り，集団の中で個々

の学習効果に影響を与える授業成立のための基盤」( 井

上，2013） (11) である。中谷（2002）(12) は，児童のもつ社

会的規範や役割期待への遵守志向性が教室における教師

と児童の関係や友人関係の形成を促進し，学習への動機

づけを高める可能性を指摘している。また，出口・中谷

（2003）(13) は，教室でのルールや規範に対する遵守への

志向性が，学習への参加や理解に対して影響を及ぼして

いることを示した。理想的学級像認知がスクール・モラー

ルとどのように関連を示しているのかについて調査した

四辻・水野（2013）(14) は，学習・規律に関する理想が

学習意欲に正の影響を及ぼしていることを明らかにして

いる。

　学校において授業は基本的には集団活動として展開さ

れる。学級の授業場面において，子どもたちは学級集

団，ペアやグループといった形態で，他者との相互作用

を通じて学習活動を行っている。そこでは，学習集団と

学習意欲との関係が問題となる。学習課題の達成に向

けて，子どもたちが互いに刺激し合い助け合い協力し

合い共同するならば，子どもたちの学習意欲は促進す

るし，高まるということができる（長谷川，2007）(15)。

Johnson,Johnson,Holebec（2010）(16) の研究では，子ども

たちに相互協力関係があり，相互作用が促進されると学

習意欲が高まることが報告されている。学習動機を「報

酬志向」，「自尊志向」，「関係志向」，「実用志向」，「訓練

志向」，「充実志向」の 6 つに分類し，それらを構造化し

た市川（2002）(17) は，6 つの学習動機のうちの一つであ

る「関係志向」を「人間関係に引き込まれて学習しよう

とする気になること」とし，学習の始発や継続意志に大

きくかかわっていると指摘している。

　小学校高学年における学級集団の形成過程を検討した

坪田・赤城・松浦（2010）(18) は，子どもどうしの関わ

りによって，子どもたちに他者受容感が形成され，子ど

もの問題行動が減少することを明らかにした。Wentzel

（1989）(19) は，他者に対して思いやりや協力的な志向を

示し，学習において教室内の規範を守る生徒は，習熟や

熟達を重視するといった学業的目標だけをもつものに比

べて，高い学業成績を得ていることを示した。また，そ

のような児童は仲間からのサポートを受けており，それ

が教室における適応や動機づけに結びついていること

（Wentzel，1991） (20) を指摘している。これらの先行研究

から，学習における相互作用，被受容感，学級適応感，

学習規律と学習意欲は階層的に関連していることが考え

られる。

　桜井（2009）(21) は，自ら学ぶ意欲のプロセスモデル

のなかで，「安心して学べる環境」をプロセスがスムー

ズに展開するために最も重要なものとして位置づけると

ともに，自ら学ぶ意欲が発現するプロセスに影響する重

要な要因としている。児童が学級のなかで「安心して学

べる環境」とは，子どもにとって自分をサポートして

くれる友だちや教師がそばにいる環境（桜井，2012）(22)

であり，学級の友だちや教師から受け入れられ，学級に

適応し，規律をもって学習に臨んでいる状態であるとい

える。

　ところで，今日の子どもたちは , 多彩な生活環境の中

で多様な生活経験を積んできており , 教師にとってこう

した子どもたちで編成された学級をよりよい学習集団に

育むことは , 難しくなってきている。「子どもの心の現

状」として文部科学省（2008）(23) は，友だちや仲間の

ことで悩む子どもが増えるなど人間関係の形成が困難か

つ不得手になっていることを指摘し，「他者，社会，自

然・環境とのかかわりの中で，これらとともに生きる自

分への自信を持たせる必要がある」としている。小学校

においては，河村・藤村（2004）(24) が指摘しているよ

うに，学校生活の中で多くの時間を占める学級の授業を

通して，児童の人間関係を育むための手だてを講じる必

要があり，実際に教師はこのことを重視しながら授業を

展開しているといえる。河村（2010）(25) は，学級集団

づくりには学級のルールとリレーションが重要であり，
学級のルールとリレーションが確立されることで，学び

合いが生まれてくることを報告している。ペア学習やグ

ループ学習を多く設定し，学習の中で認め合う場をつく

るとともに，規律ある学習活動の習慣化を行うなど，学

習意欲を育むために，学級の授業場面で学級集団づくり

に取り組む実践は数多くある（例えば島根県教育委員

会，2011）(26)　。これらの実践を桜井の自ら学ぶ意欲の

プロセスにあてはめると，安心して学ぶことができる環

境づくりを行うことで，学習意欲の育成を図っているも
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のと考えることができる。

　本研究では，桜井（2009）(21) の自ら学ぶ意欲のプロ

セスモデルや学級集団づくりをもとに学習意欲を育む実

践を参考にして，学級の授業場面における学習意欲が形

成されるプロセスとして，学習における積極的な相互作

用が被受容感を高め，学級適応感，学習規律，そして学

習意欲に影響するというモデルを予測した（Figure1）。

　ところで，鹿毛（2004） (27) は「動機づけ現象は，パー

ソナリティ意欲，文脈的意欲，状況的意欲という三水準

および個人を取り巻く外界とのダイナミックな相互作用

の総体として把握することができる」とした上で，「こ

れらを全て網羅するようなグランドセオリーを望むこと

はもはや不可能であろう」としている。パーソナリティ

意欲とは場面を超えて機能する一般的で抽象的な傾向性

であり，学習活動に直接的・間接的に影響を及ぼすこと

が考えられる（鹿毛，2004） (27)。しかし，学級の文脈，

塾の文脈，家庭の文脈といった文脈の違いに応じて，そ

れらの現れ方はそれぞれ異なってくることが考えられ

る。これまで児童の学習に対するパーソナリティ意欲を

測定する尺度（例えば下山他，1983）(1) や，教科別の意

欲を測定する尺度（例えば金子・藤田，1996）(28)，調べ

学習や発表，試験といった場面を考慮した状況的意欲を

測定する尺度（例えば中山，2005）(29) は，幾つか開発

されてきた。また，学校の授業という文脈における具体

的行動に焦点づけた尺度（布施・小平・安藤，2006）(30)

なども作成されてきた。ところが，学習意欲の現象面と

して表れる学習行動に加えて，学習活動を生じさせる内

的な動機まで含めた学校の授業場面における意欲，文脈

的意欲を測定する尺度は，ほとんど開発されてこなかっ

た。さらに，学級担任制という小学校固有の制度や学級

集団の特殊性から，小学校の児童の学級の授業場面にお

ける学習に関する文脈的意欲を測定するためには，新た

な尺度を開発する意義があると考える。

　また，学習意欲にいくつかの要因が関連することが明

らかにされているが，どの要因がどのような構造で学習

意欲と関連しているかを組織的に検討した研究は希少で

ある。

　そこで，教師と児童に調査をし，小学校の学級の授業

場面における学習意欲を測定しうる尺度の開発をまず行

う。次いで，その尺度を使用し，児童のどの要因が，ど

のような構造で学級の授業場面における学習意欲と関連

しているのかを明らかにするために，学習規律と学級適

応感と学級の授業場面における被受容感と学習における

相互作用に着目し，その関係性の検討を行うことが本研

究の主たる目的となった。

研究１

目　的

　小学校児童の学習意欲を測定するために，「学習意欲

尺度」の開発を行い，その信頼性と妥当性について検討

する。

方　法

研究協力者：大阪市内の公立小学校 6 年生 72 名（男子

33 名，女子 39 名）が本研究に参加した。

質問紙調査時期：予備調査は 2012 年 6 月下旬に実施，

本調査は，2012 年 11 月上旬に実施された。

調査手続：予備調査は，児童に対しては，「あなたは，

授業中，どんなときに『○○さん，がんばっているなぁ。

○○さん，授業に積極的に参加しているなぁ。○○さん，

集中して活動にとりくんでいるなぁ。』と思いますか？

友だちががんばっている姿，友だちが授業に積極的に参

加している姿，友だちが集中して活動に取り組んでいる

姿を思い出して書きましょう。」という問いへの回答が

自由記述で求められた。教師に対しては，「学習に対し

て意欲がある，積極的に授業に参加しようとしていると

いう児童の姿勢や状態をご記入ください。」という問い

への回答が自由記述で求められた。

　本調査は，小学校の授業内で一斉の調査が実施され

た。予備調査の回答と栗原・牧野・エリクソン（2010） (31)，

柴山・小嶋（2006） (32)，および Benesse 教育開発センター
(33)，千葉大学第一中学校高等学校のホームページ (34) を

参考にして作成された 35 項目の尺度を使用した。これ

らの項目について「よくあてはまる（ 4 点）」，「かなり

あてはまる（ 3 点）」，「すこしあてはまる（ 2 点）」，「あ

てはまらない（ 1 点）」の 4 件法によって回答が求めら

れた。教示としては，①成績とは無関係であること，②

回答しなくてもよいという権利があること，③調査内容

は，研究の目的にそってのみ使用されることが伝えられ

た。

Figure1 学習における相互作用・授業場面における被受容感・学級適応感・学習規律が学習意欲に影響を及ぼす予測プロセス
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結　果

尺度の開発：質問項目は予備調査の回答と栗原・牧野・

エリクソン（2010） (31)，柴山・小嶋（2006） (32)，および

Benesse 教育開発センター (33)，千葉大学第一中学校高等

学校のホームページ (34) をもとに，教員養成系大学の大

学院で心理学を担当する指導教員と現職教員の大学院生

3 名の検討を経て整理された。その結果，学習意欲を測

定するための 35 項目からなる原尺度が作成された。

因子分析結果：原尺度 35 項目に対して，因子分析（主

因子法・プロマックス回転）を実施した。1.0 以上の固

有値とその減衰状況を考慮しながら，因子負荷量が .40

未満の項目を除外し，解釈可能な 4 つの因子を最終的に

抽出した。その結果が Table1 である。

　第 1 因子は「授業が始まったら，すぐにノートをとる

ことができている」や「課題にすぐに取り組むことがで

きている」という項目が高い因子負荷量を示している。

これらは，自ら学習に取り組むということに関わってい

るため，第 1 因子を「自律的学習行動」と命名した。第

2 因子は「先生に質問することができている」や「先生

の説明や友達の意見に相づちをうつことができている」

など，発話や応答に関する項目が高い因子負荷量を示し

ている。したがって，第 2 因子を「積極的関与行動」と

命名した。また，第 3 因子は，「授業の終わりに，次の

授業も頑張ろうと思う」や「授業の内容は興味がわき，

ひきつけられる」といった授業に対する興味や関心を表

している項目が高い因子負荷量を示している。したがっ

て，第 3 因子を「授業に対する自我関与」と命名した。

第 4 因子では，「勉強の仕方が上手だと思う」や「よい

成績をとることができると思う」というように学習に対

する効力感に関する項目で構成されているので，第 4 因

Table1 学習意欲尺度の因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）
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子を「学習効力感」と命名した。

信頼性・妥当性の検討：本尺度の内的整合性を検討する

ために尺度全体と下位尺度で Cronbach のα係数が算出

された。その結果，全体はα＝ .93 であった。下位尺度

ごとでみると，第 1 因子 .90，第 2 因子 .81，第 3 因子 .87，

第 4 因子 .83 と十分な値を示していた。妥当性の検討に

関しては，項目の内容を専門家（大学教員 1 名）と大学

院生とで検討し，「学習意欲」を説明する上で妥当であ

ると判断した。

考　察

　これまでは，児童のパーソナリティ意欲を測定するこ

とができる学習意欲尺度はあったが，学校における学習

に関する意欲，文脈意欲としての学習意欲を測定する尺

度はみられなかった。本研究で作成された尺度は，学級

の授業場面における学習意欲を測定する有効なものであ

ると考えられる。

　学習意欲尺度の因子分析結果から，「自律的学習行

動」，「積極的関与行動」，「授業に対する自我関与」，「学

習効力感」の 4 因子に分類されることが示された。信頼

性については，尺度全体におけるα係数は，.93 を示し

ており，内的整合性において信頼性があると考えられ

る。尺度の内容については小学校教師による回答をもと

にして作成され，専門家によって検討がされていること

から，内容的妥当性があると考えられる。よって，本研

究は学習意欲と学習規律，学級適応感，学級の授業場面

における被受容感，および学習における相互作用の関係

に関する研究において意義をもつと思われる。

研究２

目　的

　研究 1 において開発された児童の学習意欲尺度を用い

て，学習規律，学級適応感，学級の授業場面における被

受容感，及び学習における相互作用と学習意欲との関係

について検討を行うことが主たる目的であった。

方　法

研究協力者：大阪市内の公立小学校 6 年生 72 名（男子

33 名，女子 39 名）。

調査時期： 2012 年 11 月上旬に実施された。

質 問 紙：研究 2 においては，次の尺度が使用された。

①　学習意欲尺度

　研究 1 で開発された学習意欲尺度を使用する。「自律

的学習行動」，「積極的関与行動」，「授業に対する自我関

与」，「学習効力感」の 4 因子からなる 22 項目で構成さ

れている。「よくあてはまる（ 4点）」，「かなりあてはまる（ 3

点）」，「すこしあてはまる（ 2点）」，「あてはまらない（ 1 点）」

の 4 件法によって回答が求められた。

②　学習規律尺度

　井上（2013） (11) が作成した質問項目を小学生用に表記

を変えて使用した。「授業への積極的関与」，「授業への

自主自律」，「授業への準備」の 3 因子からなる 15 項目

で構成されている。また，「授業中，学習に関係のない

話はしない」等の項目を追加修正して，15 項目から 20

項目とした。この尺度に対して，「常にする」，「たいて

いする」，「たまにする」，「めったにしない」，「全くしな

い」の 5 件法で回答が求められた。

③　学級適応感尺度

　渡邉（2006） (7) の学級適応感尺度が使用された。「集団

での規律・役割」，「教師との関係」，「級友との関係」，「学

習における積極性」の 4 因子からなる 22 項目で構成さ

れている。「わたしは，友だちにめぐまれている。」等の

項目を追加修正して 22 項目から 25 項目とした。「とて

もそう思う（ 4 点）」，「かなりそう思う（ 3 点）」，「少し

そう思う（ 2 点）」，「ぜんぜんそう思わない（ 1 点）」の

4 件法によって回答が求められた。

④　被受容感尺度

　鈴木・小川（2007）(35) の被受容感尺度を使用した。1

因子 7 項目で構成されている。「よくあてはまる（ 4 点）」，

「かなりあてはまる（ 3 点）」，「すこしあてはまる（ 2 点）」，

「あてはまらない（ 1 点）」の 4 件法によって回答が求め

られた。

⑤　相互作用尺度

　牧野・神山（2009） (36) が作成したものを使用した。こ

の尺度は，「情緒的相互作用」，「機能的相互作用」の 2

因子 9 項目で構成されている。「よくあてはまる（4 点）」，

「かなりあてはまる（3 点）」，「すこしあてはまる（2 点）」，

「あてはまらない（1 点）」の 4 件法によって回答が求め

られた。

手 続 き：集団場面において一斉に質問紙を配布し，小

学校の教室で実施した。児童に対する教示として，①成

績とは無関係であること，②回答しなくてもよいという

権利があること，③調査内容は，研究の目的にそっての

み使用されること，④学校の授業場面を想定して回答す

ることが伝えられた。

結　果

学習規律尺度の因子分析の結果

　学習規律の因子構造を確認するため，20 項目に対し

て，因子分析（主因子法・プロマックス回転）を行っ

た。その結果，解釈可能な 3 因子 15 項目が抽出された

（Table2）。第 1 因子「授業への強迫的態度」，第 2 因子「授

業への積極的関与」，第 3 因子「授業への集中」と命名

した。また，尺度全体とそれぞれの因子の信頼性を検討

するため，尺度全体と 3 つの下位尺度ごとに，Cronbach
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のα係数を算出した。その結果，尺度全体 .90，第 1 因

子 .73，第 2 因子 .78，第 3 因子 .86 であった。

学級適応感尺度の因子分析の結果

　学級適応感の因子構造を確認するため，25 項目に対

して，因子分析（主因子法・プロマックス回転）を行っ

た。その結果，解釈可能な 4 因子 21 項目が抽出された

（table3）。5 項目が渡邉（2006） (7) の結果と異なる下位尺

度に属していたが，構造はほぼ同様であると判断し，先

行研究に従って，第 1 因子「教師との関係」，第 2 因子「集

団での規律・役割」，第 3 因子「級友との関係」，第 4 因

子「学習における積極性」と命名した。また，尺度全体

とそれぞれの因子の内的整合性を検討するため，尺度全

体と 4 つの下位尺度ごとに，Cronbach のα係数を算出し

た。その結果，尺度全体 .92，第 1 因子 .86，第 2 因子 .86，

第 3 因子 .85，第 4 因子 .74 であった。

被受容感尺度の主成分分析の結果

　被受容感の成分を確認するため，7 項目の項目得点に

対して主成分分析を行うと，第 1 成分は全て同方向で負

荷量も，.40 以上の質問項目からなり，単因子としての

まとまりのよいことが確認された（Table4）。内的整合

性を検討するため，Cronbach のα係数を算出した結果，

α =.94 であった。

相互作用尺度の因子分析結果

　学習における相互作用の因子構造を確認するため，9

項目に対して，因子分析（主因子法・プロマックス回転）

を行った。その結果，解釈可能な 2 因子 8 項目が抽出さ

れた（Table5）。2 項目が牧野他（2007） (36) の結果と異な

る下位尺度に属していたが，構造はほぼ同様であると判

断し，先行研究に従って，第 1 因子「機能的相互作用」，

第 2 因子「情緒的相互作用」と命名した。また，尺度全

体とそれぞれの因子の内的整合性を検討するため，尺度

全体と 2 つの下位尺度に，Cronbach のα係数を算出した。

その結果，尺度全体 .85，第1因子 .86，第2因子 .78であった。

学習規律，学級適応感，被受容感，学習における相互作

用と学習意欲との関連

　児童の学校での行動や様子を見ていると，様々な経験

を経て徐々に意欲が高まっていくように感じられる。そ

こで，学校や授業場面でどのように学習意欲が生成され

るか，予測したプロセスにそって分析を行った。はじめ

に，予測された学習意欲が育まれるプロセスについて検

討するためにパス解析を行った。パス係数の推定には，

階層的重回帰分析（ステップワイズ法）を用いた。予測

Table2 小学生の学習規律尺度の因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）
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Table3 学級適応感尺度の因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）

Table4 被受容感尺度の主成分分析結果
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に従って，学習における相互作用，学級の授業場面にお

ける被受容感，学級適応感，学習規律の各変数を順次投

入し，学習意欲を最終的な目的変数として分析を行った。

　Figure2 には，学習意欲を指標としたパス解析の結果，

標準偏回帰係数（β）が 5％以上の水準で有意になった

パスを取り上げ，調整済み重決定係数（R2adj）ととも

にダイアグラムに示した。被受容感に対しては学習にお

ける相互作用から（β=.64,p<.001），正のパスが示された。

調整済み重決定係数（R2adj）は .41（p<.001）であった。

次に学級適応感に対して被受容感から（β=.42, p <.001），

学習における相互作用から（β=.33, p <.01），正のパスが

示された。調整済み重決定係数（R2adj）は .45（p <.001）

であった。そして学習規律に対しては，学級適応感から

（β=.77, p <.001），学習における相互作用から（β=.32, p 

<.01），正のパスが示された。調整済み重決定係数（R2adj）

は .56（p <.001）であった。最後に学習意欲に対して，

学習規律から（β=.58, p <.001），学級適応感から（β=.33, 

p <.001），正のパスが認められた。調整済み重決定係数

（R2adj）は .71（p <.001）であった。

　次に学習意欲総得点と有意に関連していた学習規律尺

度と学級適応感尺度のそれぞれの因子得点を独立変数

に，学習意欲の尺度総得点を従属変数にして重回帰分析

（ステップワイズ法）を行うと，「授業への強迫的態度」

（β=.35, p <.001），「授業への積極的関与」（β=.19, p <.01），

「集団での規律・役割」（β=.16, p <.01），「教師との関係」

（β=.22, p <.001），「学習における積極性」（β=.18, p <.01）

が有意に関連していた。

　さらに，学習意欲の尺度総得点に有意に関連していた

「授業への強迫的態度」，「授業への積極的関与」，「集団

での規律・役割」，「教師との関係」，「学習における積極

性」のそれぞれの得点について平均値を算出し，その数

値に基づき，下位尺度得点の平均値＋ 1SD 以上の群を

高群，平均値＋ 1SDから－ 1SDまでに含まれる群を中群，

平均値－ 1SD 以下の群を低群とした。その群分けに基

づいて，学習意欲尺度の合計得点について 1 元配置分散

分析を実施した結果を Table6 に示した。「授業への強迫

的態度」（F（2,69）=19.52,p<.001），「授業への積極的関与」

（F（2,69）=18.96, p <.001），「集団での規律・役割」（F（2,69）

=16.50, p <.001），「教師との関係」（F（2,69）=19.28, p <.001），

「学習における積極性」（F（2,69）=12.22, p <.001）すべ

てで有意差がみられたため，引き続き多重比較を行った

ところ，「授業への強迫的態度（Figure3）」，「授業への積

極的関与（Figure4）」，「集団での規律・役割（Figure5）」，

「教師との関係（Figure6）」で低群＜中群＜高群でそれぞ

Figure2 学習における相互作用・授業場面における被受容感・学級適応感・学習規律が学習意欲に及ぼす影響

Table5 相互作用尺度の因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）
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Table6 「授業への強迫的態度」「授業への積極的関与」「集団での規律・役割」

　　「学習における積極性」水準群別の学習意欲総得点の平均値の比較
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れの学習意欲が有意に高くなっていた。また，「学習に

おける積極性（Figure7）」で中群よりも高群，低群より

も高群の得点のほうが有意に高くなっていた。

考　察

　パス解析の結果，学習における相互作用，学級の授業

場面における被受容感，学級適応感，学習規律と学習意

欲が階層的に有意に関連していた。児童は，仲間が班に

いれば仲間から学習のサポートを得られるため，活動に

対して意欲的になれる（石田，2005）(37)。児童が級友と

助け合い，協力しながら課題に取り組み，受容的な雰囲

気のなかで級友や教師と良い関係を築き，きまりを守り

ながら学習をすすめることで，学習意欲は高められると

いうことが考えられる。

　黒川（2009）(38) は，同じ班に仲間がいる場合はいな

い場合よりも，学習活動は規律ある雰囲気のもとで行わ

れ，授業への集中や活動への意欲的な態度は高いことを

示したが，本研究の結果はそれに沿うものであると考え

られる。級友や教師との良い関係から，授業中に自分勝

手な振る舞いをして級友や教師に迷惑をかけないように

しよう，あるいは良い関係を築いている級友や教師とと

もに学習を頑張ろうという児童の気持ちが規律ある学習

態度をつくり，学習意欲が育まれたということが考えら

れる。本研究の結果，学級における授業場面の学習意欲

の向上に，学習における相互作用や，被受容感が間接的

に重要な役割を果たしていることが示唆された。

　学習意欲に直接関連している要因は，学級適応感と学

習規律であった。本研究では，有能さの認知である学習

効力感を学習意欲の一部として捉えている。学級適応感

を関係性と捉え，学習規律を自律性と捉えるなら，本研

究の結果は，活動の価値が内在化される度合いは，関係

性，自律性，有能さへの欲求が充足される度合いに応じ

ると考える Deci & Ryan（1985） (39) らが提唱し，発展さ

せてきた自己決定理論に沿うものであるといえる。

　河村（1996）(40) は，三隅の PM 理論をもとに教師の P

機能と M 機能をともに強く認知している児童ほど，ス

クール・モラールが高いことを明らかにしている。教師

の指導と学習意欲の関連の観点から考えると，教師の熱

心な指導により規律が高められるとともに，親しみと受

容的な態度を背景にした指導により，児童の学級適応感

が高められることで，児童の学習意欲が高まる可能性が

示されたといえる。

　また，学級適応感が学習意欲に直接，有意に関連して

いたことから，学習意欲には児童の学校現場における適

応感の程度が関係することがわかった。意欲をモラール

の一部分と考えるならば，学校モラールは学校適応と関

連するとした松山・倉智（1969）    (41) の見解を支持する

ものといえる。親密な友人がいることによる情緒的な安

心感や友だちからの情緒的・道具的なサポートは，学業

に対する興味・関心と正の関連を有することが明らかに

されている（中谷，2002）(22)。級友や教師と良好な対人

関係を持ち，自分自身の内的な要求が満たされると，安

心するとともに情緒的不満が抑制され，落ち着き，意欲

をもって学習に臨むことができるということが考えられ

る。また，学級適応感の下位尺度である「教師との関係」

が学習意欲に有意に関連していた。教師が学級の児童に

対し，受容的・共感的な態度をもって指導行動を意図的

に増加させれば，操作児童による教師との関係，学習へ

の意欲が肯定的な方向に変化すると浜名・松本（1993）(5)

は指摘している。本研究の結果を合わせて考えると，教

師の受容的・共感的態度が「教師との関係」を良くし（浜

名・松本，1993）(5)，それが児童の意欲にも影響するこ

とが示唆された。

　学習意欲と学習規律との間にも直接有意な関係が生じ

ていたが，なかでも授業への強迫的態度と強く結びつい

ていた。強迫性とは気まじめな態度を示すものである

が，児童が内包する気まじめさが，意欲そのものと直接

結びつくことが示唆されたといえる。学習に向かって目

標や計画を立て，いちずにそれに向かってひたすら励む

姿が強迫性であるとすれば，それを維持し，推進してい

るのが学習意欲であるといえるかもしれない。

今後の課題

　本研究においてはいくつかの問題点が挙げられる。ま

ず，ここでの調査が児童の認知のみに基づいていたとい

う点である。今後，教師の観察法などによって学習意欲

が生成される過程を明らかにしていくべきである。ま

た，本研究において学習意欲尺度を作成する際の調査

数が 72 名と因子分析を行う調査対象として十分ではな

かったことが挙げられる。また，調査対象校が 1 校であ

ること，対象児童が小学校 6 年生のみであることも，調

査対象として十分ではなかったと考えられる。今後はさ

らに調査対象を増やし，調査，分析を実施し，本研究の

結果と比較検討していく必要があろう。
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